
   第四次地域管理経営計画書

（久慈・閉伊川森林計画区）

（一斉変更）
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至 平成２９年３月３１日

（第一次変更 平成２５年３月）
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【変更理由】

次の理由から国有林野管理経営規程（平成11年農林水産省訓令第２号）第６条第９項の規定

に基づき変更するものである。

１ 国有林野の有する公益的機能の維持増進を図るための国有林野の管理経営に関する法律等

の一部を改正する等の法律（平成24年法律第42号）附則第３条の規定により変更する。

２ 多様な森林整備や保全活動の要請に対応した国民参加の森づくりを推進するため、国有林

のフィールドを提供する候補地を設定したことから変更する。

【変更項目及び頁】

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥Ⅰ 国有林野の管理経営に関する基本的な事項 １

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥２ 機能類型に応じた管理経営に関する事項 １

‥‥‥３ 森林の流域管理システムの下での森林・林業再生に向けた貢献に必要な事項 ７

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥Ⅱ 国有林野の維持及び保存に関する事項 ８

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥４ その他必要な事項 ８

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥Ⅳ 国有林野の活用に関する事項 ８

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥１ 国有林野の活用の推進方針 ８

Ⅴ 公益的機能維持増進協定に基づく林道の開設その他国有林野と一体として整備

‥‥‥‥‥及び保全を行うことが相当と認められる民有林野の整備及び保全に関する事項 ９

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥１ 公益的機能維持増進協定締結に関する基本的な方針 ９

２ 国有林野と一体として整備及び保全を行うことが相当と認められる

‥‥‥‥民有林野の整備及び保全に関する事項 ９

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥Ⅵ 国民の参加による森林の整備に関する事項 ９

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥３ その他必要な事項 ９



- 1 -

Ⅰ 国有林野の管理経営に関する基本的な事項

２ 機能類型に応じた管理経営に関する事項

（１）機能類型ごとの管理経営の方向

国有林野の管理経営に当たっては、公益重視の管理経営の一層の推進を旨とする方針

の下で、個々の国有林野を重視すべき機能に応じて区分し、いわゆる公益林として適切

な管理経営を行うものとする。

具体的には、国有林の地域別の森林計画に定める公益的機能別施業森林の区域との整

合に留意しつつ、当計画区の国有林野を、国土保全を目的とする「山地災害防止タイ

プ」、原生的な森林生態系の維持・保存等を目的とする「自然維持タイプ」、森林レク

リエーション利用等を目的とする「森林空間利用タイプ」、気象緩和等人間の居住環境

の保全を目的とする「快適環境形成タイプ」、水源の涵養を目的とする「水源涵養タイ
かん かん

プ」の５つに区分する。なお、国有林の地域別の森林計画における公益的機能別施業森

林と機能類型との関係は下表に示すとおりである。

また、林相の維持・改良等に必要な施業の結果、伐採・産出される木材の有効利用、

及び機能発揮に支障を及ぼさない範囲で齢級構成の平準化や地域のニーズに応じて必要

な主伐を計画的に行い、伐採木を供給していく。

なお、具体的な取扱いについては、別途定める管理経営の指針に基づき実施すること

とする。

国有林の機能類型と公益的機能別施業森林の対応

注）分収林・共用林野については、契約等に基づく取扱いとする。
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① 山地災害防止タイプにおける管理経営の指針その他山地災害防止タイプに関する事項

山地災害防止タイプは、土砂の流出・崩壊、その他山地災害による人命・人家等施設

の被害の防備、その他災害に強い国土の形成に係る機能を重点的に発揮すべき森林であ

り、次の事項に留意して、保全対象と当該森林の位置的関係、地形や地質、森林現況等

を踏まえた適切な管理経営を行うこととする。

具体的には、山地災害防止タイプについては、土砂流出・崩壊防備エリアと気象害防

備エリアの２つに分けて取り扱う。

ア 土砂流出・崩壊防備エリア

山地災害防止タイプのうち、土砂流出・崩壊防備エリアでは、根系が深く発達し、適

度な陽光が入るよう密度管理することによって下層植生の発達が良好な森林に誘導又は

維持し、必要に応じて土砂の流出、崩壊を防止する治山施設等を整備する。

イ 気象害防備エリア

山地災害防止タイプのうち、気象害防備エリアでは、下枝が密に着生しているなど遮

蔽能力が高く、諸害に対する抵抗力の強い樹種によって構成される森林に誘導し又はこ

れを維持するために必要な管理経営を行う。

山地災害防止タイプの面積 （単位：ha）

区 分 山地災害防止タイプ うち土砂流出・ うち気象害防備

崩壊防備エリア エリア

面 積 １５，５１５ １５，５１５ －

② 自然維持タイプにおける管理経営の指針その他自然維持タイプに関する事項

自然維持タイプは、自然の推移に委ねることを原則として、保護を図るべき森林生態

系を構成する野生動植物等の特性に応じ、保全すべき自然環境の維持・形成に必要な管

理経営を行う。

なお、希少な野生動植物の生息・生育に資するために必要な森林、遺伝資源の保存に

必要な森林等については、「保護林」に設定し、適切に保全を図る。

自然維持タイプの面積 （単位：ha）

区 分 自然維持タイプ
うち保護林

面 積 １５，９６２ ４，２６９
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③ 森林空間利用タイプにおける管理経営の指針その他森林空間利用タイプに関する事項

森林空間利用タイプは、保健、文化、教育等様々な利用の形態に応じた管理経営を行

うものとし、具体的には、景観の向上やレクリエーションの利用を考慮した森林の整備

を行い、必要に応じて遊歩道等の施設の整備を行う。

なお、国民の保健・文化的利用に供するための施設又は森林の整備を積極的に行うこ

とが適当と認められる国有林野については、「レクリエーションの森」として選定する。

既存の「レクリエーションの森」については、施設の老朽化や利用者ニーズ等の変化を

踏まえ、リフレッシュ対策を実施していくとともに、利用が著しく低位にある地区や今

後の維持管理等が見通し難い地区については、地元自治体をはじめ幅広い地域関係者等

の意見を充分勘案し、必要に応じて廃止を含めた見直しを図る。

森林空間利用タイプの面積 （単位：ha）

区 分 森林空間利用タイプ
うちレクリエーションの森

面 積 ８４１ ８３

④ 快適環境形成タイプにおける管理経営の指針その他快適環境形成タイプに関する事項

快適環境形成タイプは、騒音や粉塵等の緩和及び風害や霧害等の気象災害防止等、地

域の快適な生活環境を保全する観点から、汚染物質の吸着能力が高く、かつ、抵抗性が

あり、葉量の多い樹種によって構成される森林に誘導し又はこれを維持するために必要

な管理経営を行う。

快適環境形成タイプの面積 （単位：ha）

区 分 快適環境形成タイプ

面 積 該当なし

⑤ 水源涵養タイプにおける管理経営の指針その他水源涵養タイプに関する事項
かん かん

水源涵養タイプは、良質で豊かな水の安定供給を確保する観点から、浸透・保水能力
かん

の高い森林土壌を有し、根系や下層植生の発達が良好な森林に誘導し又はこれを維持す

るために必要な管理経営を行う。

水源涵養タイプの面積 （単位：ha）
かん

区 分 水源涵養タイプ
かん

面 積 ６１，２９７
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（２）地域ごとの機能類型の方向

当計画区は、次の地区に大別され、それぞれ重点的に行うべき管理経営は次のとおり

である。

ア 岩泉町安家、久慈市山根・山形地区（久慈 1～91、100～172、200、201 林班）

当地区は、北上高地に位置し、ブナを主とする天然林及びアカマツやカラマツの人工

林からなっている。イヌワシ・クマタカ等猛禽類の営巣地があり、稜線部は、「北上高

地緑の回廊」に指定され、野生動植物等の保護の観点から計画的な森林施業を進めると

ことする。

当地区は、地形は比較的安定しているが、沢沿いの一部には崩壊地があるとともに、

久慈市等の農業用水等の重要な水源であることから、ほぼ全域が水源かん養保安林又は

土砂流出防備保安林に指定されており、水源涵養機能及び山地災害防止機能／土壌保全
かん

機能を発揮させるため、主として「水源涵養タイプ」と「山地災害防止タイプ」に区分
かん

して管理経営を行う。

なお、平庭岳周辺は、優れた景観を有することから、「久慈平庭県立自然公園」に指

定されており、生物多様性保全機能及び保健・レクリエーション機能を発揮させるため、

主として「自然維持タイプ」と「森林空間利用タイプ」に区分して管理経営を行う。

イ 久慈市沿岸地区（久慈 94～99、179～196 林班）

当地区は、太平洋に面した、アカマツ人工林とナラ等の広葉樹天然林を主体とした海

岸林となっている。

当地区の海岸線は、優れた景観を有することから、「陸中海岸国立公園」に指定され

ているほか、侍浜の丘陵地帯は優れた形質を持つアカマツが存在していることから、

「侍浜松保護林」に設定しており、生物多様性保全機能及び保健・レクリエーション機

能を発揮させるため、主として「自然維持タイプ」と「森林空間利用タイプ」に区分し

て管理経営を行う。

なお、海岸林の他の部分は、そのほとんどは断崖で、風雨及び波による侵食が進行し、

山腹崩壊及び土砂流出等が多く見られ、土砂崩壊防備保安林に指定されており、崩落防

止対策等を講じてきているところであり、山地災害防止機能／土壌保全機能を発揮させ

るため、主として「山地災害防止タイプ」に区分して管理経営を行うこととし、今後も

計画的に対策を継続していく。

ウ 大川地区（三陸北部 501～548、593、594 林班）

当地区は、岩泉町の南西部、大川の上流部に位置し、ブナを主とする天然林及びカラ

マツ人工林からなっている。

大川流域は、岩泉町の農業用水等の重要な水源であることから、水源かん養保安林に

指定されており、水源涵養機能を発揮させるため、主として「水源涵養タイプ」に区分
かん かん

して管理経営を行う。

なお、ハクサンシャクナゲ、ミズバショウが群生し、湿原特有の景観をなす「櫃取湿

原保護林」及びその周辺一帯は、生物多様性保全機能を発揮させるため、主として「自

然維持タイプ」に区分して管理経営を行う。
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エ 早坂高原地区（三陸北部 549～550、553～560 林班）

当地区は、岩泉町の北西部に位置し、ブナを主とする天然林及びカラマツ人工林から

なっている。

当地区は、下流域の農業用水等の重要な水源であることから、ほぼ全域が水源かん養

保安林に指定されており、水源涵養機能を発揮させるため、主として「水源涵養タイ
かん かん

プ」に区分して管理経営を行う。

明神頭、笹森の峰周辺は「外山早坂高原県立自然公園」に隣接していることから、生

物多様性保全機能及び保健・レクリエーション機能を発揮させるため、主として「自然

維持タイプ」と「森林空間利用タイプ」に区分して管理経営を行う。

オ 田野畑地区（三陸北部 563～567、569～575、578、579、595、596 林班）

当地区は、田野畑村の海岸部から内陸部にかけて広がっており、ブナ、アカマツ等の

天然林及びアカマツやカラマツの人工林からなっている。

当地区は、内陸部が集落や農地に隣接するなど農業用水等の重要な水源であることか

ら、ほぼ全域が水源かん養保安林に指定されており、水源涵養機能を発揮させるため、
かん

主として「水源涵養タイプ」に区分して管理経営を行う。
かん

海岸部は、北山崎、鵜の巣断崖など優れた景観を有することから、「陸中海岸国立公

園」に指定されており、生物多様性保全機能及び保健・レクリエーション機能を発揮さ

せるため、主として「自然維持タイプ」と「森林空間利用タイプ」に区分して管理経営

を行うこととし、「陸中海岸国立公園」に並行する国道４５号線沿いの人工林について

も、景観の維持向上を図る。

カ 田老地区（三陸北部 580～587、591、592 林班）

当地区は、宮古市田老町の北西部に当たる摂待川の中流部から上流部に位置し、ブナ、

アカマツ等の天然林及びアカマツやカラマツの人工林からなっている。

当地区は、摂待川沿いに集落及び農地が隣接しており、農業用水等の重要な水源であ

ることから、ほぼ全域が水源かん養保安林に指定されており、水源涵養機能を発揮させ
かん

るため、主として「水源涵養タイプ」に区分して管理経営を行う。
かん

キ 松草地区（三陸北部 206～209、329～389、391～414 林班）

当地区は、北上高地の山岳で閉伊川をはさんで南北に広がっており、ブナを主とする

天然林及びスギやカラマツの人工林からなっている。

当地区は、下流域の農業用水等の重要な水源であることから、水源かん養保安林に指

定されており、水源涵養機能を発揮させるため、主として「水源涵養タイプ」に区分し
かん かん

て管理経営を行う。

山岳部は、ブナを主とする天然林が存在するとともに、貴重な野生動植物が生息・生

育することから、「早池峰山周辺森林生態系保護地域」に設定しているとともに、「早

池峰国定公園」、「早池峰自然環境保全地域」に指定されており、生物多様性保全機能

及び保健・レクリエーション機能を発揮させるため、主として「自然維持タイプ」と

「森林空間利用タイプ」に区分して管理経営を行う。
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ク 江繋・門馬地区（三陸北部 180～196、198～204、301～328、420 林班）

当地区は、北上高地の早池峰山麓に広がっており、アオモリトドマツ、コメツガ、ヒ

バ等の天然林及びスギやカラマツの人工林からなっている。

地形は急峻で崩壊しやすいことから、大部分が土砂流出防備保安林、土砂崩壊防備保

安林又は水源かん養保安林に指定されており、山地災害防止機能／土壌保全機能及び水

源涵養機能を発揮させるため、主として「水源涵養タイプ」と「山地災害防止タイプ」
かん かん

に区分して管理経営を行う。

なお、早池峰山周辺は、ブナを主体とする天然林が存在するとともに、貴重な野生動

植物が生息・生育することから、「早池峰山周辺森林生態系保護地域」に設定するとと

もに、「早池峰国定公園」、「早池峰自然環境保全地域」に指定されており、生物多様

性保全機能を発揮させるため、主として「自然維持タイプ」に区分して管理経営を行う。

ケ 小国地区（三陸北部 175～179 林班）

当地区は、宮古市の南西側に位置する北上高地に位置し、ブナを主とする天然林及び

カラマツ人工林からなっている。

当地区は、下流域の農業用水等の重要な水源であることから、全域が水源かん養保安

林に指定されており、水源涵養機能を発揮させるため、主として「水源涵養タイプ」に
かん かん

区分して管理経営を行う。

コ 豊間根地区（三陸北部 36～74 林班）

当地区は、山田町及び宮古市の西部内陸地域に位置し、ブナ、アカマツ等の天然林及

びアカマツ人工林からなっている。

当地区は、豊間根川や荒川川等の下流域に集落や農耕地が広がっており、農業用水等

の重要な水源であることから、ほぼ全域が水源かん養保安林に指定されており、水源涵
かん

養機能を発揮させるため、主として「水源涵養タイプ」に区分して管理経営を行う。
かん

サ 亀ケ森地区（三陸北部 75～78 林班）

当地区は、田老川の源流部に位置し、ブナ、ナラ等の天然林及びアカマツやカラマツ

の人工林からなっている。

当地区は、宮古市田老町の農業用水等の重要な水源であることから、水源涵養機能を
かん

発揮させるため、「水源涵養タイプ」に区分して管理経営を行う。
かん

シ 宮古沿岸地区（三陸北部 1～31 林班）

当地区は、宮古市及び山田町の重茂、船越半島に広がっており、主にアカマツ人工林

からなっている。

海岸部は、魹ヶ崎など優れた景観を有し、全国的にも有名な観光地であることから、

「陸中海岸国立公園」に指定されているとともに、重茂半島の中心部に位置する十二神

山周辺は、ブナを主とする天然広葉樹林で美しい景観を有することから、「レクリエー

ションの森（十二神自然観察教育林）」に選定しており、生物多様性保全機能及び保健

・レクリエーション機能を発揮させるため、主として「自然維持タイプ」と「森林空間

利用タイプ」に区分して管理経営を行う。また、「陸中海岸国立公園」に並行する国道

４５号線沿いの人工林についても、景観の維持向上を図る。
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３ 森林の流域管理システムの下での森林・林業再生に向けた貢献に必要な事項

国有林野の管理経営に当たっては、流域を単位として民有林・国有林が連携して森林の

整備等を行う流域管理システムの下で、県、市町村、森林組合、林業事業体等と密接な連

携を図りながら、地域の森林・林業の再生に貢献していくため、組織・技術力・資源を活

用し、民有林の経営に対する支援等を先導的・積極的に進めていく。

具体的には、カラマツやアカマツなど地域材の需要拡大の推進と安定供給とアカマツ林

の森林整備技術の確立、低コスト作業システムの推進、間伐促進のための高性能林業機械

の活用や列状間伐の実施、効率的な路網整備、松くい虫被害防止、ボランティア団体等が

実施する森林整備、体験林業等の場としてフィールドの提供などに積極的に取り組むこと

とする。

（１）低コスト化を実現する施業モデルの展開と普及

県、市町村、林業事業体と連携し、地形等諸条件に適合した林業機械の組合せと生産性

を検証し、効率性の高い作業システムの構築を図る。また、現地検討会等を開催すること

により、民有林における低コスト化施業の普及・定着に努める。

（２）林業事業体の育成

事業の早期発注、年間の事業発注見通しの情報提供など、計画的な事業の発注に努める

ことにより、事業体の安定的な雇用の確保に資することとする。また、国有林材の安定供

給システム販売の推進、低コスト作業システムを推進するための現地検討会の実施などに

努める。

（３）民有林と連携した施業の推進

隣接する民有林との連携により事業の効率化や低コスト化等が図られる区域については、

森林共同施業団地を設定し、地域における施業の集約化を促進する。具体的には、民有林

と連結した路網の整備と相互利用の推進、土場の共有化、計画的な間伐等の森林整備の実

施、民有林材との協調出荷などに取り組む。

また、民有林と連携して、間伐等から生産される木材資源から木質バイオエネルギーと

しての活用を推進する。

（４）森林・林業技術者等の育成

森林・林業の再生に向け市町村行政の支援を行うため、国有林野事業において専門的か

つ高度な知識・技術と現場経験を有するフォレスター等を各種研修や業務を通じて育成す

ることとする。

また、育成したフォレスター等及び県のフォレスター等と連携し、市町村森林整備計画

策定への支援を行うとともに、技術指導や研修に必要な国有林野の多種多様なフィールド

の提供、意見交換会等を通じて民有林の人材育成を支援する。

（５）林業の低コスト化等に向けた技術開発

民有林経営への普及を念頭にした効果的な間伐や路網と高性能林業機械等を組み合わせ

た低コストで効率的な作業システム等の技術開発を推進する。

その際、多様な森林のまとまりのあるフィールドを活用し、先駆的な技術や手法につい
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て国有林の管理経営や民有林における普及・定着に努める。

（６）その他

① 安全・安心の取組

県、市町村と連携し、連絡会議等の開催により効率的な治山事業等の展開と防災情報の

共有に努める。

② 下流域との連携強化

遊々の森、小中学生等に対する作業体験や森林教室等の各種活動の支援、十二神自然観

察教育林等を活用した森林浴や自然観察会による森林とのふれあいの場の提供、事業見学

会等を通じて、下流域住民、利水者等に対して森林の働き、森林・林業の役割等の情報を

分かりやすく提供し、森林・林業に対する理解の醸成に努める。

Ⅱ 国有林野の維持及び保存に関する事項

４ その他必要な事項

（４）その他

「自然維持タイプ」と「森林空間利用タイプ」については、地域住民、ボランテ

ィア、ＮＰＯ等とも連携を図りながら、生物多様性保全の視点も踏まえつつ、希少

種の保護や移入種の侵入防止等に努める。

Ⅳ 国有林野の活用に関する事項

１ 国有林野の活用の推進方針

本計画区内の十二神自然観察教育林は、重茂半島の中央部に位置し、山岳美、森林美、渓流

美、巨岩などが随所に見られるブナを主体とする天然広葉樹林であり、数多くの動物が生息し

ているが、特に冬季はオオワシ、オジロワシの休息地となっている。野営場、散策路等も設置

されており、野趣あふれる野外活動の場となっている。

このように、国有林野の活用に当たっては、当計画区の自然的、社会・経済的な特色を踏ま

えつつ、住民の意向等を考慮して、公用・公共用・公益事業の用に供する活用、都市と農山漁

村の交流の促進、公衆の保健のための活用等地域における産業の振興や住民の福祉の向上に資

するよう努める。

レクリエーションの森

種 類 箇所数 面 積（ha）

自然休養林 － －

自然観察教育林 １ ８３

風景林 － －

森林スポーツ林 － －

野外スポーツ地域 － －

風致探勝林 － －

総 数 １ ８３
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Ⅴ 公益的機能維持増進協定に基づく林道の開設その他国有林野と一体として整備及び保全を

行うことが相当と認められる民有林野の整備及び保全に関する事項

１ 公益的機能維持増進協定の締結に関する基本的な方針

国有林野に隣接・介在する民有林野の中には、小規模で孤立分散し立地条件が不利であ

ること等から森林所有者等による施業が十分に行われず、当該民有林野における土砂流出

等の発生が国有林野の有する国土保全等の公益的機能の発揮に悪影響を及ぼす可能性があ

る。

このような場合において、国有林野の有する公益的機能の維持増進を図るために有効か

つ適切なものとして、公益的機能維持増進協定制度を活用し、民有林野と一体的に施業を

実施する取組を推進することとし、このことを通じて民有林野の有する公益的機能の維持

増進にも寄与することとする。

具体的には、森林施業の集約化を図るための林道や森林作業道の開設とこれらの路網を

活用した間伐等の施業、地域の森林における生物多様性の保全を図る上で必要となる施業

等を民有林野と一体的に実施する取組を推進する。

２ 国有林野と一体として整備及び保全を行うことが相当と認められる民有林野の整備及び

保全に関する事項

公益的機能維持増進協定の締結に当たっては、森林法等の定めに従い、民有林野の森林

所有者等にも原則として相応の費用負担を求めるなど、合理的な役割分担の下での一体的

な森林の整備及び保全の実施に向けた条件整備を進めることとする。

Ⅵ 国民の参加による森林の整備に関する事項

３ その他必要な事項

（１）森林環境教育の推進

遊々の森等の候補地

所在市町村 位 置 （林小班） 面 積（ha）

田野畑村
明戸国有林

１．０２
（三陸北部 ５７２わ）

宮古市
早池峰山国有林

８．７６
（三陸北部 １９２い５）


